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一　

北
魏
に
お
け
る
墓
誌
銘
の
定
型
化
と
そ
の
時
代

墓
誌
銘
と
は
、
被
葬
者
の
本
貫
、
祖
先
の
経
歴
、
本
人
の
生
前
の
経
歴
や
死
亡
・
埋
葬
の
日
時
な
ど
、
種
々
の
情
報
を
記
し
た
伝
記

資
料
と
も
言
う
べ
き
「
誌
（
序
）」
に
加
え
て
、
一
句
四
字
（
四
言
）
で
隔
句
押
韻
す
る
韻
文
「
銘
」
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

後
漢
時
代
で
は
、
死
者
を
顕
彰
す
る
方
法
と
し
て
、
地
上
に
建
て
る
墓
碑
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
曹
操
の
禁
令
（『
宋
書
』
礼
志
二
）

を
境
に
、
次
第
に
墓
室
内
に
安
置
さ
れ
る
墓
誌
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る（
１
）。
そ
の
後
も
墓
誌
は
制
作
さ
れ
る
が
、
や
が
て
北
魏

―
特
に
洛
陽
遷
都
以
後
（
四
九
四
）
に
至
っ
て
「
銘
」
を
伴
う
墓
誌
の
構
成
や
記
述
内
容
が
定
型
化
し
て
ゆ
く
。
こ
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
窪
添
慶
文
「
墓
誌
の
起
源
と
そ
の
定
型
化
」（『
立
正
史
学
』
第
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
氏
「
北
魏
墓
誌
中
の
銘
辞
」

（『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
第
一
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
南
朝
墓
誌
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
北
魏
が
遷
都
し
た

太
和
十
八
年
（
四
九
四
）
か
ら
墓
誌
の
普
及
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
正
始
（
五
〇
四
～
五
〇
七
）・
永
平
年
間
（
五
〇
八
～
五
一

一
）
ま
で
と
い
う
比
較
的
短
期
間
に
定
型
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
南
朝
側
の
年
表
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
洛
陽
遷
都
の
前
年
に
南
斉
の
武
帝
（
在
位
四
八
二
～
四
九
三
）

が
没
し
て
永
明
年
間
（
四
八
三
～
四
九
三
）
が
終
わ
り
を
告
げ
、
続
く
東
昏
侯
（
在
位
四
九
八
～
五
〇
一
）
の
暴
政
、
こ
れ
を
打
倒
し

た
梁
武
帝
蕭
衍
（
五
〇
二
～
五
四
九
）
の
即
位
（
五
〇
二
）
な
ど
王
朝
交
代
の
激
動
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
政
治
的
混
迷
を

よ
そ
に
、
沈
約
（
四
四
一
～
五
一
三
）・
謝
朓
（
四
六
四
～
四
九
九
）・
王
融
（
四
六
七
～
四
九
三
）
ら
に
よ
る
声
律
理
論
「
四
声
八
病



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
三
号

42

説
」
の
発
明
が
な
さ
れ
、
精
密
巧
緻
な
斉
梁
文
学
が
花
開
い
た
と
い
う
時
期
で
も
あ
る
。
北
魏
の
墓
誌
銘
撰
者
ら
が
、
こ
の
文
芸
上
の

新
動
向
を
自
ら
の
創
作
活
動
に
反
映
し
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
北
魏
墓
誌
銘
に
お
け

る
声
律
理
論
の
適
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う（
２
）。

二　

銘
（
四
言
）
に
声
律
理
論
は
適
用
さ
れ
る
か

沈
約
ら
の
声
律
理
論
が
五
言
詩
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
四
言
句
か
ら
な
る
銘
の
場
合
、
ま
ず
適
用
の
有

無
や
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、『
文
鏡
秘
府
論
』（
西
巻
「
文
筆
二
十
八
種
病
」）
を
手
掛
か
り
と
し
つ

つ
、
沈
約
ら
の
実
作
品
か
ら
当
時
の
四
言
句
の
声
病
を
帰
納
的
に
解
明
し
た
い（
３
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
、「
八
病
」
の
う
ち
、
四
声
の
按
排

を
規
則
化
し
た
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
・
鶴
膝
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
平
頭
に
つ
い
て
は
、「
或
る
ひ
と
曰
は
く
」
と
し
て
、

四
言
・
七
言
及
び
詩
賦
頌
は
、
第
一
句
の
首
字
、
第
二
句
の
首
字
を
以
て
、
同
声
な
る
を
得
ず
。
復
た
拘か
ぎ

る
に
字
数
の
次
第
を
以

て
せ
ざ
る
な
り
。
曹
植
「
洛
神
賦
」
に
、「
栄平
声

曜
秋
菊
、
華平
声

茂
春
松
（
栄は
な  

秋
菊
よ
り
も
曜か
が
やき
、
華  

春
松
よ
り
も
茂
し
）」
と
云
ふ

が
如
き
、
是
れ
な
り
。
銘
誄
の
病

0

0

0

0

、
一
に
此
の
式
に
同
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

。
乃
ち
疥
癬
の
微
疾
に
し
て
、
巨
害
と
為
さ
ず（
４
）。

と
言
う
。
記
号
に
よ
っ
て
示
す
な
ら
ば
、「
×
○
○
○
、
×
○
○
○
」
の
よ
う
に
×
印
の
字
が
同
声
の
場
合
、
平
頭
の
声
病
を
犯
す
こ
と

と
な
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
銘
の
場
合
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
上
尾
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
或
る
ひ
と
云
へ
ら
く
、）
其
れ
賦
頌
は
、
第
一
句
の
末
を
以
て
第
二
句
の
末
と
同
声
な
る
を
得
ず
。
張
然
明
「
芙
蓉
賦
」
に
、「
潜

霊
根
於
玄
泉平
声

、
擢
英
燿
於
清
波平
声

（
霊
根
を
玄
泉
に
潜
め
、
英
燿
を
清
波
に
擢ぬ
き
んづ
）」
と
云
ふ
が
如
き
、
是
れ
な
り
。
蔡
伯
喈
「
琴

頌
」
に
、「
青
雀
西
飛平
声

、
別
鶴
東
翔平
声

。
飲
馬
長
城平
声

、
楚
曲
明
光平
声

（
青
雀  

西
に
飛
び
、
別
鶴  

東
に
翔
け
る
。
馬
に
長
城
に
飲み
づ
かひ
、
楚

曲  

明
光
あ
り
）」
と
云
ふ
は
、
是
れ
な
り
。
其
れ
銘
誄
等
の
病
も

0

0

0

0

0

0

0

0

、
亦
た
此
れ
に
異
な
ら
ざ
る
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

み0（
５
）。

す
な
わ
ち
、「
○
○
○
×
、
○
○
○
×韻

」
の
よ
う
に
奇
数
句
末
が
韻
字
と
同
声
の
場
合
、
犯
則
と
な
る
。
こ
れ
も
銘
に
適
用
さ
れ
る
。

蜂
腰
に
つ
い
て
は
、『
文
鏡
秘
府
論
』
で
は
五
言
詩
句
に
お
け
る
規
定
（
第
二
字
と
第
五
字
の
同
声
を
避
け
る
）
の
み
を
示
し
、
四
言

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
散
文
に
お
け
る
四
言
句
の
犯
則
と
し
て
「
筆
得
者
、『
刺
是
佳
人
』。
失
者
、『
揚
雄
甘
泉
』（
筆
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の
得
た
る
者
は
、『
刺
是去
声

佳
人平
声

』。
失
へ
る
者
は
、『
揚
雄平
声

甘
泉平
声

』」（「『
文
鏡
秘
府
論
』
西
巻
「
文
筆
十
病
得
失
」）
と
い
う
事
例
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
梁
書
』
王
筠
伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
挿
話
が
あ
る
。

約
「
郊
居
賦
」
を
製つ
く

る
に
、
構
思  

時
を
積
む
も
、
猶
ほ
未
だ
都す
べ

て
は
畢
ら
ず
、
乃
ち
筠
に
要も
と

め
て
其
の
草
を
示
し
、
筠  

読
み
て

「
雌
霓入
声

五
激
の
反
連
踡平
声

」
に
至
り
、
約  

掌
を
撫
し
て
欣
抃
し
て
曰
は
く
、「
僕  

嘗つ
ね

に
人
の
呼
び
て
霓平
声

五
鷄
の
反
と
為
す
を
恐
る
」
と（
６
）。

右
に
拠
れ
ば
、
沈
約
は
王
筠
が
「
霓
」
字
を
入
声
（
五
激
の
反
）
に
読
ん
だ
こ
と
に
、
我
が
意
を
得
た
り
と
感
激
し
て
い
る
。「
踡
」

字
が
平
声
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
蜂
腰
は
、「
○
×
○
×
」
の
よ
う
に
第
二
字
と
第
四
字
と
の
同
声
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

鶴
膝
は
、『
文
鏡
秘
府
論
』
に
拠
れ
ば
、
五
言
詩
の
第
五
字
と
第
十
五
字
と
の
同
声
を
犯
則
と
す
る
規
定
で
あ
り
、「
凡
諸
賦
頌
、
一

同
五
言
之
式
（
凡
そ
諸
も
ろ
の
賦
頌
は
、
一
に
五
言
の
式
に
同
じ
）」
と
言
う
。
挙
例
さ
れ
て
い
る
潘
岳
「
閑
居
賦
」
の
「
陸
攎
紫
房平
声

、

【
永
明
文
人
に
よ
る
墓
誌
銘
犯
則
表
】

撰
　
者

墓
　
　
誌
　
　
名

句 

数

平
頭 （
1
）
平
頭 （
2
）
上 

尾

蜂
腰 （
1
）
蜂
腰 （
2
）
鶴 

膝

出
　
　
典

沈
約

（
1
）
斉
太
尉
文
憲
王
公
墓
誌

20

2

0

0

1

0

2

芸
文
類
聚
46

（
2
）
丞
相
長
沙
宣
武
王
墓
誌

20

1

1

0

1

0

2

芸
文
類
聚
45

（
3
）
尚
書
右
僕
射
范
雲
墓
誌

12

0

0

0

1

0

1

芸
文
類
聚
48

（
4
）
司
徒
謝
朏
墓
誌

18

3

0

0

4

1

0

芸
文
類
聚
47

（
5
）
太
常
�
任
昉
墓
誌

12

4

0

0

1

0

2

芸
文
類
聚
49

謝
朓

（
6
）
斉
鬱
林
王
墓
誌

6

0

0

0

0

0

1

芸
文
類
聚
45

（
7
）
斉
海
陵
王
墓
誌

32

2

0

0

2

1

3

夢
渓
筆
談
15

（
8
）
臨
海
公
主
墓
誌

28

3

1

0

0

0

1

芸
文
類
聚
16

（
9
）
新
安
長
公
主
墓
誌

12

2

0

0

2

0

2

芸
文
類
聚
16

王
融

（
10
）
豫
章
文
献
王
墓
誌

10

0

0

0

0

0

2

芸
文
類
聚
45

 

（
11
）
永
嘉
長
公
主
墓
誌

16

2

0

0

0

0

2

芸
文
類
聚
16

任
昉

（
12
）
劉
先
生
夫
人
墓
誌

24

3

2

0

1

0

2

文
選
59 
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水
挂
頳
鯉
。
或
宴
于
林平
声

、
或
禊
于
汜
（
陸
に
紫
房
を
攎の

べ
、
水
に
頳
鯉
を
挂
く
。
或
い
は
林
に
宴
し
、
或
い
は
汜
に
禊
す
）」
か
ら
す
れ

ば
、「
○
○
○
×
、
○
○
○
○
。
○
○
○
×
、
○
○
○
○
」
の
×
印
の
字
が
同
声
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
沈
約
ら
の
墓
誌
銘
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
前
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る（
７
）。
平
頭
（
１
）
は
、
第
一
字
と
第
五
字
（
第

二
句
第
一
字
）
と
が
同
声
の
病
を
犯
す
も
の
で
あ
り
、
平
頭
（
２
）
は
、（
１
）
か
ら
同
平
声
を
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を

見
る
限
り
、
沈
約
ら
は
同
上
去
入
声
を
平
頭
の
規
準
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
上
尾
は
、
第
四
字
と
第
八
字
（
第
二
句
第
四
字
）
と

が
同
声
の
病
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
第
一
句
末
（
換
韻
後
も
含
む
）
の
押
韻
は
除
外
し
た
。
こ
の
声
病
は
完
全
に
避
け
ら
れ
て

お
り
、
沈
約
自
身
が
「
文
章
の
尤
疾
」（『
文
鏡
秘
府
論
』）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
巨
病
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
蜂
腰
（
１
）
は
、
第
二
字
と
第
四
字
と
が
同
声
の
病
を
犯
す
も
の
、
蜂
腰
（
２
）
は
、（
１
）
か
ら
同
平
声
を
除
外
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
平
頭
の
場
合
と
同
様
に
、
沈
約
ら
は
同
上
去
入
声
を
声
病
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
８
）。
鶴
膝
は
、
第
四
字
と
第
十
二
字

（
第
三
句
第
四
字
）
と
が
同
声
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
四
句
一
単
位
と
し
て
区
切
ら
ず
、
第
三
句
末
と
第
五
句
末
と
が
同
声
の
場
合

も
犯
則
と
し
て
数
え
た
が
、
か
く
も
多
く
の
犯
則
を
見
る
と
、
沈
約
ら
が
こ
れ
を
忌
避
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
沈
約
ら
の
墓
誌
銘
で
は
「
主
に
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
の
三
声
病
を
避
け
る
」、「
平
頭
・
蜂
腰
は
同
平
声
を
許
容

す
る
」、「
上
尾
は
必
ず
避
け
る
」
と
い
っ
た
銘
（
四
言
）
に
お
け
る
声
律
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
る（
９
）。

三　

比
較
的
初
期
の
北
魏
墓
誌
銘
に
お
け
る
声
律

こ
こ
で
は
、
北
魏
墓
誌
銘
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、「
元
弼
墓
誌
」（
太
和
二
十
三
年
：
四
九
九
）
を
紹
介
し
た
い
。
北
魏
に
お
け
る

「
銘
」
を
有
す
る
墓
誌
と
し
て
は
、「
元
楨
墓
誌
」（
太
和
二
十
年
：
四
九
六
）
に
次
ぐ
、
比
較
的
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

１ 

巖平

巖平

垂
岫去

　
２ 

岋入

岋入

高
雲平

　
　
巌
巌
た
る
垂
岫
、
岋
岋
た
る
高
雲
、

３ 

鑒去

茲平

既
鏡去

　
４ 

懷平

我上

哲
人平

　
　
茲
の
既
鏡
に
鑒か
ん
がみ
て
、
我
が
哲
人
を
懐
ふ
。

５ 

重平

淵平

餘
靜上

　
６ 

柎平

萼入

方
紛平

　
　
重
淵  

餘ゆ
た

か
に
し
て
静
か
に
、
柎
萼  

方
に
紛
た
り
、

７ 

如平

何平

斯
艷去

　
８ 

湮平

此上

青
春平

」 

　
如
何
ぞ
斯
の
艷
、
此
の
青
春
を
湮ほ
ろ
ぼす
。
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９ 

騷平

騷平

墟
壟上

　
10 

密入

密入

幽
途平

　
　
騒
騒
た
る
墟
壟
、
密
密
た
る
幽
途
、

11 
悲平

哉平

身
世去

　
12 

逝去

矣上

親
疏平

」 

　
悲
し
き
哉  

身
世
、
逝
け
る
矣  

親
疏
。

13 
沈平

沈平

夜
戸上

　
14 

瑟入

瑟入

松
門平

　
　
沈
沈
た
る
夜
戸
、
瑟
瑟
た
る
松
門
、

15 

月入

堂平

夕
閉去

　
16 

窮平

景上

長
昏平

　
　
月
堂  

夕
べ
に
閉
ざ
さ
れ
、
窮
景  

長と
こ

し
へ
に
昏
し
。

17 

感上

哀平

去
友上

　
18 

即入

影上

浮
原平

　
　
哀
を
去
友
に
感
じ
、
影
を
浮
原
に
即
く
、

19 

攸平

攸平

靡
弔去

　
20 
莫入

莫入

不
存平

」 

　
攸
攸
と
し
て
弔
ふ
靡な

く
、
莫
莫
と
し
て
存
せ
ず
。

陶
淵
明
「
帰
去
来
兮
辞
」（『
靖
節
先
生
集
』
巻
五
）
に
「
雲
無
心
以
出
岫
、
鳥
倦
飛
而
知
還
（
雲  

無
心
に
し
て
以
て
岫
を
出
で
、
鳥  

飛
ぶ
に
倦
み
て
還
る
を
知
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
雲
は
山
中
の
洞
窟
か
ら
生
ま
れ
出
る
。
こ
こ
で
は
実
景
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
高

い
山
を
故
人
の
人
柄
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
句
「
重
淵
」
は
『
荘
子
』
列
御
寇
篇
「
夫
千
金
之
珠
、
必
在
九
重
之
淵
、

而
驪
龍
頷
下
（
夫
れ
千
金
の
珠
は
、
必
ず
九
重
の
淵
に
し
て
、
驪
龍
の
頷
の
下
に
在
り
）」
を
典
故
と
し
て
、
や
は
り
内
に
美
徳
を
秘
め

た
故
人
の
人
柄
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
七
・
八
句
で
は
、
元
弼
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
（
享
年
四
十
七
）
こ
と
が
暗
示

さ
れ
、
第
九
句
か
ら
の
追
悼
の
追
悼
の
叙
述
へ
と
繋
が
る
。
第
十
一
句
の
「
身
世
」
は
、
南
朝
宋
の
鮑
照
「
詠
史
」
詩
（『
鮑
氏
集
』
巻

六
。
ま
た
『
文
選
』
巻
二
十
一
）「
君
平
獨
寂
寞
、
身
世
兩
相
棄
（
君
平  

独
り
寂
寞
と
し
て
、
身
世  

両ふ
た

つ
な
が
ら
相
棄
つ
）」
を
踏
ま

え
た
も
の
。
こ
こ
で
は
逝
去
す
る
故
人
（「
身
」）
の
悲
し
み
と
故
人
を
失
う
世
間
（「
世
」）
の
悲
し
み
を
言
う
。
ま
た
、
そ
の
対
と
な

る
第
十
二
句
は
故
人
が
親
し
い
者
（「
親
」）
か
ら
も
、
そ
う
で
な
い
者
（「
疏
」）
か
ら
も
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
。
第
十
三
句

以
降
は
墓
所
の
情
景
と
な
り
、
生
者
の
側
の
悲
し
み
や
天
へ
の
恨
み
を
述
べ
て
終
わ
る
。

音
声
面
に
着
目
す
る
と
、
冒
頭
の
「
巖平

巖平

」「
岋入

岋入

」
の
如
く
、
畳
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
も
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
は
全
て
平
声
と
入
声
の
対
に
な
っ
て
お
り
、
撰
者
は
音
声
の
調
和
を
意
識
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
前
節
で
明
ら
か

に
し
た
銘
の
声
律
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
こ
の
墓
誌
銘
で
は
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
の
三
声
病
を
全
て
避
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
各
聯
の
第
一
句
第
一
字
と
第
二
句
第
一
字
と
の
同
上
去
入
声
は
無
く
（
平
頭
）、
奇
数
句
末
は
全
て
韻
字
と
四
声
を
異
に
し

（
上
尾
）、
各
句
の
第
二
字
と
第
四
字
も
全
て
四
声
を
異
に
し
て
い
る
（
蜂
腰
）。
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四　

北
魏
墓
誌
銘
の
声
律

そ
れ
で
は
「
元
弼
墓
誌
」
の
よ
う
に
声
律
を
意
識
し
た
北
魏
墓
誌
銘
は
、
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
最
も
早
い
「
元
楨
墓
誌
」
か
ら
数
え
て
二
十
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
墓
誌
銘
に
つ
い
て
、
声
病
の
調
査
を
行
っ
た（

（1
（

。

【
北
魏
墓
誌
銘
犯
則
表
：
496
〜
515
年
】

年
号
（
西
暦
）

墓
　
　
誌
　
　
名

句 

数

平 

頭

上 

尾

蜂 

腰

出 

土 

地 

点

太
和
20
年
（
496
）

（
1
）
元
楨
墓
誌

26

2

2

4

河
南
省
洛
陽
市

太
和
23
年
（
499
）

（
2
）
元
弼
墓
誌

20

0

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
3
）
元
彬
墓
誌

26

1

1

1

河
南
省
洛
陽
市

（
4
）
韓
顕
宗
墓
誌

30

0

2

0

河
南
省
洛
陽
市

景
明
元
年
（
500
）

（
5
）
元
栄
宗
墓
誌

18

1

2

0

河
南
省
洛
陽
市

（
6
）
元
定
墓
誌

20

2

2

1

河
南
省
洛
陽
市

景
明
２
年
（
501
）

（
7
）
元
羽
墓
誌

24

1

4

2

河
南
省
洛
陽
市

（
8
）
趙
謐
墓
誌

8

0

0

0

河
北
省
趙
県

（
9
）
元
澄
妻
李
氏
墓
誌

24

0

1

2

河
南
省
洛
陽
市

景
明
３
年
（
502
）

（
10
）
穆
亮
墓
誌

32

2

3

2

河
南
省
洛
陽
市

（
11
）
李
伯
欽
墓
誌

14

0

1

0

河
北
省
臨
漳
県

景
明
４
年
（
503
）

（
12
）
元
誘
妻
馮
氏
墓
誌

26

2

1

1

河
南
省
洛
陽
市

正
始
元
年
（
504
）

（
13
）
封
和
突
墓
誌

8

1

1

0

山
西
省
大
同
市

（
14
）
元
龍
墓
誌

24

0

0

0

河
南
省
洛
陽
市

正
始
２
年
（
505
）

（
15
）
崔
隆
墓
誌

16

0

1

0

河
南
省
洛
陽
市

（
16
）
元
鸞
墓
誌

24

1

2

4

河
南
省
洛
陽
市

（
17
）
元
始
和
墓
誌

24

0

3

2

河
南
省
洛
陽
市

（
18
）
李
蕤
墓
誌

24

0

1

1

河
南
省
洛
陽
市
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正
始
４
年
（
507
）

（
19
）
元
思
墓
誌

20

3

4

2

河
南
省
洛
陽
市

（
20
）
元
鑒
墓
誌

40

1

2

2

河
南
省
洛
陽
市

（
21
）
元
嵩
墓
誌

34

1

5

0

河
南
省
洛
陽
市

（
22
）
元
緒
墓
誌

32

0

3

2

河
南
省
洛
陽
市

永
平
元
年
（
508
）

（
23
）
元
詳
墓
誌

20

2

0

1

河
南
省
洛
陽
市

（
24
）
元
勰
墓
誌

22

0

3

0

河
南
省
洛
陽
市

（
25
）
王

奴
墓
誌

36

3

5

2

？

（
26
）
元
継
妻
石
婉
墓
誌

40

1

0

0

河
南
省
洛
陽
市

永
平
２
年
（
509
）

（
27
）
元
融
妻
穆
氏
墓
誌

24

1

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
28
）
穆
循
墓
誌

18

1

3

1

河
南
省
孟
津
県

（
29
）
元
願
平
妻
王
氏
墓
誌

24

1

5

1

河
南
省
洛
陽
市

永
平
３
年
（
510
）

（
30
）
寧
陵
公
主
（
王
誦
妻
元
氏
）
墓
誌

28

1

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
31
）
辛
祥
妻
李
慶
容
墓
誌

40

0

2

3

山
西
省
太
原
市

永
平
４
年
（
511
）

（
32
）
元
英
墓
誌

60

4

2

1

河
南
省
洛
陽
市

（
33
）
司
馬
悦
墓
誌

38

0

7

2

河
南
省
孟
州
市

（
34
）
元
冏
墓
誌

22

0

2

1

河
南
省
孟
津
県

（
35
）
司
馬
紹
墓
誌

14

0

1

1

河
南
省
孟
州
市

（
36
）
楊
穎
墓
誌

24

0

2

1

陝
西
省
華
陰
市

（
37
）
楊
阿
難
墓
誌

24

0

2

0

陝
西
省
華
陰
市

（
38
）
元
悦
墓
誌

40

0

0

5

河
南
省
洛
陽
市

永
平
５
年
（
512
）

（
39
）
封
昕
墓
誌

10

1

2

0

河
南
省
洛
陽
市

延
昌
元
年
（
512
）

（
40
）
元
詮
墓
誌

38

1

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
41
）
元
顥
妻
李
元
姜
墓
誌

24

2

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
42
）
鄯
乾
墓
誌

46

0

8

3

河
南
省
洛
陽
市

（
43
）
崔
猷
墓
誌

32

1

1

3

山
東
省
淄
博
市

延
昌
２
年
（
513
）

（
44
）
元
顕
儁
墓
誌

16

0

1

0

河
南
省
洛
陽
市
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（
45
）
元
演
墓
誌

32

1

2

1

河
南
省
洛
陽
市

（
46
）
王
普
賢
墓
誌

40

3

1

0

河
南
省
洛
陽
市

（
47
）
孫
標
墓
誌

12

0

0

0

河
南
省
洛
陽
市

（
48
）
元
颺
妻
王
氏
墓
誌

14

1

0

0

河
南
省
洛
陽
市

延
昌
３
年
（
514
）

（
49
）
司
馬
景
和
妻
孟
敬
訓
墓
誌

12

0

1

0

河
南
省
孟
州
市

（
50
）
文
成
帝
妻
耿
氏
墓
誌

24

1

2

1

河
南
省
洛
陽
市

（
51
）
孝
文
帝
妻
趙
充
華
墓
誌

16

1

2

1

河
南
省
洛
陽
市

（
52
）
長
孫
瑱
墓
誌

24

2

4

0

河
南
省
洛
陽
市

（
53
）
元
颺
墓
誌

32

1

1

3

河
南
省
洛
陽
市

（
54
）
元
珍
墓
誌

32

0

2

4

河
南
省
洛
陽
市

延
昌
４
年
（
515
） 

（
55
）
邢
偉
墓
誌

26

3

0

1

河
北
省
河
間
市

（
56
）
山
暉
墓
誌

14

0

0

1

河
南
省
洛
陽
市

（
57
）
王
禎
墓
誌

32

2

5

2

河
南
省
洛
陽
市

（
58
）
皇
甫
驎
墓
誌

30

0

0

2

陝
西
省
戸
県

（
59
）
王
紹
墓
誌

40

2

0

1

河
南
省
洛
陽
市 

調
査
の
結
果
は
右
表
の
通
り
で
あ
る
。
完
全
に
三
声
病
を
避
け
た
も
の
と
し
て
は
、（
２
）
元
弼
墓
誌
の
他
に
、（
８
）
趙
謐
墓
誌

（
14
）
元
龍
墓
誌
（
47
）
孫
標
墓
誌
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
し
か
し
、
僅
か
四
例
に
過
ぎ
ず
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
少
数
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
再
び
第
二
節
の
沈
約
ら
の
墓
誌
銘
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、（
２
）（
８
）（
12
）
に
平
頭
、（
４
）（
７
）
に

蜂
腰
の
犯
則
（
と
も
に
同
上
去
入
声
）
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
上
尾
に
つ
い
て
は
、
犯
則
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

結
果
を
一
応
の
許
容
範
囲
と
し
て
、
北
魏
墓
誌
銘
の
う
ち
上
尾
を
避
け
た
も
の
に
注
目
し
て
み
る
と
、
前
述
の
四
例
に
加
え
て
、（
23
）

（
26
）（
27
）（
30
）（
38
）（
40
）（
41
）（
48
）（
55
）（
56
）（
58
）（
59
）
の
十
二
例
、
合
計
十
六
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
右
の
表
を
前
半
十
年
（
四
九
六
～
五
〇
五
）
と
後
半
十
年
（
実
質
的
に
は
五
〇
七
～
五
一
五
）
と
に
分

け
る
な
ら
ば
（
二
重
線
で
分
割
）、
前
半
に
お
い
て
は
十
八
首
中
三
首
（
約
16
・
7
％
）、
後
半
に
お
い
て
は
四
十
一
首
中
十
三
首
（
約
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31
・
7
％
）
が
声
病
（
上
尾
）
を
避
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

南
斉
永
明
文
壇
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
声
律
理
論
は
、
北
魏
墓
誌
銘
に
お
い
て
未
だ
主
流
と
は
な
り
得
て
い
な
い
も
の
の
、
確
実
に

反
映
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

注

（
1
）  

墓
誌
銘
の
起
源
が
西
晋
時
代
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郎
「
中
国
の
墓
誌
」（『
中
国
墓
誌
精
華
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
五
年
）
で
は
主
に
書
式
な
ど
の
外
形
的
方
面
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
、
ま
た
福
原
啓
郎
「
西
晋
の
墓
誌
の
意
義
」（
礪
波
護
編
『
中
国

中
世
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）
で
は
主
に
被
葬
者
の
境
遇
と
遺
族
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
方
面
か
ら
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

（
2
）  

趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
の
ち
二
〇
〇
八
年
再
版
。
本
稿
で
は
二
〇
〇
八
年
版
を
用
い

た
）
を
底
本
と
し
た
が
、
同
書
に
未
収
の
も
の
、
及
び
釈
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
毛
遠
明
『
漢
魏
六
朝
碑
刻
校
注
』（
線
装
書
局
、
二
〇

〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。
北
朝
の
五
言
詩
に
お
け
る
声
律
理
論
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
樋
口
泰
裕
「
北
朝
詩
に
お
け
る
格
律
化
の
趨
勢
」

（『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
十
六
号
、
一
九
九
六
年
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）  

沈
約
の
声
律
理
論
や
そ
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
は
、
清
水
凱
夫
『
新
文
選
学
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
第
七
章
「『
文
選
』
研
究

の
基
礎
資
料
―
沈
約
の
声
律
諧
和
論
―
」
を
参
照
し
た
。

（
4
）  

（
或
曰
、）
四
言
七
言
及
詩
賦
頌
、
以
第
一
句
首
字
、
第
二
句
首
字
、
不
得
同
聲
、
不
復
拘
以
字
數
次
第
也
。
如
曹
植
「
洛
神
賦
」
云
、

「
榮
曜
秋
菊
、
華
茂
春
松
」、
是
也
。
銘
誄
之
病
、
一
同
此
式
。
乃
疥
癬
微
疾
、
不
爲
巨
害
。

 
 

な
お
、
訳
注
と
し
て
興
膳
宏
訳
注
『
文
鏡
秘
府
論
』（『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
5
）  

（
或
云
、）
其
賦
頌
、
以
第
一
句
末
不
得
與
第
二
句
末
同
聲
。
如
張
然
明
『
芙
蓉
賦
』
云
、『
潛
靈
根
於
玄
泉
、
擢
英
燿
於
清
波
」、
是
也
。

蔡
伯
喈
「
琴
頌
」
云
、「
青
雀
西
飛
、
別
鶴
東
翔
。
飮
馬
長
城
、
楚
曲
明
光
」、
是
也
。
其
銘
誄
等
病
、
亦
不
異
此
耳
。

（
6
）  

約
製
「
郊
居
賦
」、
構
思
積
時
、
猶
未
都
畢
、
乃
要
筠
示
其
草
、
筠
讀
至
「
雌
霓
五
激
反
連
踡
」、
約
撫
掌
欣
抃
曰
、「
僕
嘗
恐
人
呼
爲
霓
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五
鷄
反
」。

（
7
）  

四
声
の
調
査
は
、『
切
韻
』
を
継
承
し
た
『
広
韻
』（
影
印
本
は
『
校
正
宋
本
広
韻
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
九
八
年
）
を
用
い
た
。
ま
た
、

押
韻
に
つ
い
て
は
于
安
瀾
著
・
暴
拯
群
校
改
『
漢
魏
六
朝
韻
譜
』（
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
8
）  
『
梁
書
』
王
筠
伝
の
記
事
は
同
平
声
の
蜂
腰
を
避
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
清
水
氏
前
掲
書
（
四
六
三
頁
）
に
、
沈
約
が
可
及
的
に
同
平
声

を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）  

梁
代
の
出
土
墓
誌
の
結
果
は
、
左
表
の
よ
う
に
声
病
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
原
因
は
様
々
に
考
え
ら
れ
る

が
、
中
村
圭
爾
「
東
晋
南
朝
の
碑
・
墓
誌
に
つ
い
て
」（『
六
朝
江
南
地
域
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
は
、『
芸
文
類
聚
』
所

収
の
墓
誌
銘
が
直
接
的
に
は
撰
者
の
別
集
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
沈
約
ら
の
方
に
声
律
に
合

致
す
る
よ
う
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
但
し
、（
７
）
斉
海
陵
王
墓
誌
は
北
宋
の
沈
括
が
原
石
を
実
見
し
て
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
（『
夢
渓
筆
談
』
巻
十
五  

芸
文
二
）。

撰
者

墓
　
　
誌
　
　
名

句
　
数

平
頭 （
１
）
平
頭 （
２
）

上 

尾

蜂
腰 （
１
）
蜂
腰 （
２
）

鶴
　
膝

任
昉

（
13
）
蕭
融
墓
誌

34

５

１

３

２

１

３

徐
勉

（
14
）
蕭
敷
妃
王
氏
墓
誌

48

12

３

１

４

２

１

（
10
）  

調
査
対
象
は
、「
銘
」
を
有
し
、
且
つ
欠
字
が
声
病
の
判
定
に
影
響
し
な
い
も
の
と
し
た
。
な
お
、
表
中
の
墓
誌
の
名
称
は
、
梶
山
智
史

編
『
北
朝
隋
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
』（
明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
第
二

節
に
お
い
て
、
銘
で
は
鶴
膝
を
避
け
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
記
載
を
省
略
し
た
。


